











ている F中学校学習指導要領 (平成10年12月)-解説一外国語編｣(平成11年 9月文部省)
で示されている四技能の一つである ｢読むこと｣の目標､すなわち､｢英語を読むことに慣
れ親 しみ､初歩的な英語を読んで書き手の意向などを理解できるようにする｣を目指 して
実践 したものである｡ここでいう ｢英語を読むこと｣は一語一語を日本語に翻訳 しなが ら
読むのではなく､たとえ文中にわからない意味の語があったとしても､読み手は文脈か ら
その意味を推測 し､書き手が伝えたいことを理解 しながら読むことを指 している｡ 学習者
にとって興味のある教材の選択､"prereadingactivities"などを工夫 しなが ら､初級 レベ
ルの学習者のための リーディング指導を行ったものである｡
本稿では､中級 ･上級 レベルの学習者として､高校 3年生と大学 2年生を視野にいれて､
文学作品を リーディング教材としてどのように用いることができるのかを検討する｡長崎
大学大学院教育学研究科英語教育専修の ｢実践授業研究 (通年)｣および ｢教材開発 (通年)｣
の授業で取 り上げた文献の中で､特に､Collie,J.&S.Slater,LiteratureintheLanguage





ができるのかを示 し, 3 (森芳泰彦担当)では､同 じくTheOldManandThe並aを高
校 3年生の リーディング指導のためにどのように用いることができるのかを具体的に示す｡
*長崎大学教育学部英語教育講座 ** 長崎大学大学院教育学研究科英語教育専修




という訳読式の リーディング指導のもとでは､学習者にとって ｢英語を読むこと｣ とは
｢日本語に翻訳すること｣であったように思われる｡学習者は単語や文法構造などの細部の




































































え ると､ 文学作品 は､ リーデ ィング教材 と して､ l̀earnerauthenticity"と"text
authenticity'の両方を兼ね備えているといえるかもしれない｡
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次に､文学作品を読むことを通 して行われる言語学習について詳 しく取 り上げることに
する｡ColieandSlater(1987:5)は､(1)文学作品の中では語集や文法事項に豊かな文脈
が与えられていること､(2)作品を読むことを通 して学習者が英語 らしさに親 しむことがで
き､それが学習者のライティング ･スキルの発達につながること､(3)速読することを適 し












ることに加え､初めて出会 う語集に関 しても､豊かな文脈の中でその意味を推測 し､作品
の中で何度 も出会うことを適 して､自らの語嚢として習得することが可能であると思われ
る｡ また､作品を読み目標言語における多 くのインプット･データを得 ることを通 して､
英語の文や段落の構造､英語 らしい文のつながり方など､英語の特徴に親 しむことができ





























中学校から高等学校 ･大学にかけて､ s̀implifiedtexts'か ら"originaltexts"へと導 く
ような英語の多読プログラムの必要性については､上述 したとお りである｡ ここでは､中
学校の段階から言語段階に応 じたリーディング指導を長期的に受けた学習者が､大学にお
いて､一週間に一冊の割合で､短 く理解 しやすいものか ら長 く難 しいもの-と段階的に
"originaltexts"を読んでいるという設定のもと､ErnestHemingwayのTheOldManand
Lheよおaを用いて､大学生 2年生を対象にした教材を作成する｡
目的 :テキストを読むことにより､学習者の リーディング ･スキルの伸長を目指すととも





(2)授業の始めに､homereadingの確認のために､テキス トの内容 (作品の設定 ･
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らしいものにできることが必要だとしている｡ また緑川 (『英語 リーディング事典』
2000:98)は文学作品のリトール ド版は本物 らしさを損なうばかりか冗漫でかえって複雑に
なる可能性があるとして､原作に手を加えることに反対の主張や､逆に教材として リトー













ベルでは必ず しも理解が困難すぎるものではないと思われるオ リジナルの作品を使 った授
業展開を考察する｡
3.2. 教材とした文学作品と対象学年

























ゴ老人は､数十日も不漁が続きながら毎日が新 しい一 日であると思い､今 日こ
そはと漁に出かける｡ そしてやっと仕留めた大 きなカジキをフカに食われてし












非常に多く使うのに対 し､ヘミングウェイは文章が短 く､人間の気持ちが混 じ
るような形容詞はほとんど用いないといわれる｡本作品でも割合 と平易な英文
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る方法がある｡
(3)文学作品を授業で取り上げることの目的のひとつは学習者が自分自身で作品を








本作品の言語材料の難易度から考慮 して､基本的な教科である ｢英語 Ⅰ｣を既に修了 し























































































































































a 授 業 計 画
形 態 学 習 活 動 留 意 点 準備物














･作品のテーマについて討議するo次の時間までの課題を確認 ･1時間目の課題集計の結果や物語のあらすじなどを踏まえて自分なりの考えを持たせるようにさせ､グループで集計し次 時間に他のに配布できるよう 指示する〇作品のカバーとな 絵を措いてくることを課題 す o
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